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バベルをこえて
多言語習得の達人をめぐる旅

特
集　

英
米
文
学
／
研
究
書
の
ス
ス
メ

　

一
九
二
五
年
生
ま
れ
の

小
説
家
フ
ラ
ナ
リ
ー
・
オ

コ
ナ
ー
は
、
父
と
同
じ
病

で
あ
る
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
を
理
由
に
、
生

涯
の
ほ
と
ん
ど
を
地
元
ジ

ョ
ー
ジ
ア
で
過
ご
し
た
。

ア
イ
オ
ワ
大
学
の
創
作
科

で
本
格
的
に
作
品
を
書
き

は
じ
め
、
東
部
と
南
部
を

行
き
来
し
な
が
ら
充
実
し

た
時
間
を
送
る
は
ず
だ
っ

た
彼
女
の
生
活
は
、
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
ミ
レ
ッ
ジ
ヴ
ィ

ル
の
小
さ
な
田
舎
の
農
場

で
の
母
と
の
暮
ら
し
に
限

定
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

そ
ん
な
彼
女
の
小
説
に

つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、「
小
説
家
と
し
て
、
広

島
の
爆
弾
は
田
舎
の
ジ
ョ

ー
ジ
ア
で
の
わ
た
し
の
判

断
に
影
響
を
与
え
る
」
と

い
う
言
葉
を
エ
ッ
セ
イ
に

記
し
た
オ
コ
ナ
ー
の
作
品

は
、
意
外
な
ほ
ど
に
広
い

射
程
を
持
つ
と
わ
た
し
は

考
え
て
い
る
。
人
種
や
女

性
な
ど
、
現
代
的
な
意
味

で
の
多
様
性
の
欠
如
が
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た

オ
コ
ナ
ー
で
は
あ
る
が
、

前
述
し
た
「
土
」
に
は
、

目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど

も
南
部
に
ま
と
わ
り
つ
く

現
実
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

々
の
思
念
を
も
内
包
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
、
資
料
調
査
の
た

め
オ
コ
ナ
ー
が
住
ん
で
い

た
ミ
レ
ッ
ジ
ヴ
ィ
ル
の
ア

ン
ダ
ル
シ
ア
農
園
を
訪
れ

た
。
抜
け
る
よ
う
な
青
空

の
も
と
、
小
川
に
沿
っ
た

農
場
に
彼
女
の
住
ん
で
い

た
小
さ
な
家
が
あ
っ
た
。

南
部
の
土
地
で
、
オ
コ
ナ

ー
の
書
き
も
の
机
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
言
葉
が
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
わ
た
し

た
ち
に
も
た
ら
し
う
る
か

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

（
さ
と
う
・
ゆ
う
か
＝
ア

メ
リ
カ
文
学
）

はd
i
r
t

（
土
）
と
い
う

言
葉
が
散
見
さ
れ
、
大
地

の
香
り
が
充
溢
す
る
。
そ

し
て
読
者
は
森
の
奥
に
迷

い
込
み
、
オ
コ
ナ
ー
の
小

説
に
顕
著
な
衝
撃
的
で
不

条
理
な
出
来
事
―
―
た
と

え
ば
突
然
の
死
や
他
人
か

ら
の
襲
撃
と
い
っ
た
も
の

―
―
を
体
験
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

南
部
作
家
ら
し
い
グ
ロ
テ

ス
ク
な
小
説
の
し
つ
ら
え

を
敬
遠
す
る
読
者
も
少
な

く
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
九

六
〇
年
発
表
の
長
編
小
説

T
h
e
V
i
o
l
e
n
t
B
e
a
r
I
t

A
w
a
y

『
烈
し
く
攻
む
る
者

は
こ
れ
を
奪
う
』
も
ま

た
、
誘
拐
や
殺
人
、
放
火

と
い
っ
た
出
来
事
に
満
ち

た
物
騒
な
作
品
で
あ
る
。

オ
コ
ナ
ー
と
い
う
作
家

は
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
で
も
あ
っ
た
。
本
作
も

聖
書
の
一
節
か
ら
表
題
を

借
り
た
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
要
素
も
キ
リ
ス
ト
教

文
化
に
親
し
み
の
な
い
読

者
が
オ
コ
ナ
ー
の
作
品
に

近
づ
き
に
く
い
理
由
の
一

　

モ
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と

呼
ば
れ
る
映
像
作
品
の
ジ

ャ
ン
ル
が
あ
る
。
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
よ
う
に
み
せ
か
け

る
表
現
方
法
で
、
現
実
と

虚
構
の
境
目
が
溶
け
て
無

く
な
る
よ
う
な
ス
リ
ル
が

味
わ
え
る
。
ホ
ラ
ー
動
画

を
投
稿
し
て
い
るY

o
u
t

u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
『
フ

ェ
イ
ク
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
Ｑ
』、
手
持
ち
カ
メ
ラ

に
よ
る
映
画
制
作
を
再
現

し
な
が
ら
現
実
と
創
作
が

交
錯
し
て
い
く
漫
画
作
品

『
さ
よ
な
ら
絵
梨
』
な
ど
、

近
年
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は

面
白
い
作
品
が
多
い
。
気

軽
に
情
報
発
信
で
き
、
そ

　

実
は
こ
の
時
代
の
科
学

は
法
律
を
モ
デ
ル
に
し
て

い
た
。
法
が
有
罪
判
決
の

た
め
に
信
頼
で
き
る
目
撃

者
を
必
要
と
し
て
い
た
よ

う
に
、
科
学
も
ま
た
、
信

頼
で
き
る
目
撃
者
が
い
る

現
象
を
「
事
実
」
と
し
て

れ
故
に
真
偽
が
定
か
で
な

い
大
量
の
情
報
に
接
す
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
る
現
代

の
環
境
が
、
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
を
活
気
づ
け
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
（
こ
の
も
っ
と

も
ら
し
い
意
見
自
体
に
も

確
た
る
根
拠
は
な
い
）
。

だ
が
も
ち
ろ
ん
、
真
偽
の

境
目
を
混
乱
さ
せ
る
作
品

を
産
み
出
す
の
は
文
学
も

得
意
に
し
て
き
た
こ
と

だ
。
む
し
ろ
文
学
の
方
に

こ
そ
一
日
の
長
が
あ
る
は

ず
だ
。『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅

行
記
』
も
そ
ん
な
作
品
の

一
つ
で
あ
る
。

　

最
初
に
訪
れ
た
小
人
の

国
で
理
不
尽
な
法
に
苦
し

め
ら
れ
た
ガ
リ
ヴ
ァ
ー

は
、
最
後
に
は
法
律
な
し

で
暮
ら
せ
る
ほ
ど
理
性
が

高
い
馬
の
国
を
見
つ
け

た
、
と
私
た
ち
読
者
に
報

告
す
る
。
し
か
し
、
ガ
リ

ヴ
ァ
ー
は
馬
の
国
が
あ
る

証
拠
を
提
示
し
な
い
。
し

か
し
、
小
人
の
国
か
ら
は

き
ち
ん
と
（
？
）
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
る
大
き
さ
の
牛
と

羊
を
持
ち
帰
っ
て
き
て
い

る
。

い
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な

科
学
史
を
踏
ま
え
れ
ば
、

理
不
尽
な
法
律
が
あ
る
国

は
実
在
し
て
い
て
、
法
律

な
し
で
暮
ら
せ
る
ユ
ー
ト

ピ
ア
は
実
在
し
な
い
こ
と

に
な
る
…
。

　

だ
が
そ
れ
に
し
て
は
ガ

リ
ヴ
ァ
ー
の
法
律
へ
の
批

判
は
真
に
迫
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
出
鱈
目
だ
と
は
と

て
も
思
え
な
い
。
ス
ウ
ィ

フ
ト
の
真
意
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

真

意
を
探
ろ
う
と
す
る
私
た

ち
読
者
を
笑
う
ス
ウ
ィ
フ

ト
の
姿
が
目
に
見
え
る
よ

う
な
気
が
す
る
。
し
か
し

フ
ェ
イ
ク
の
時
代
を
生
き

る
人
間
と
し
て
『
ガ
リ
ヴ

ァ
ー
旅
行
記
』
の
真
実
を

明
か
し
た
い
。（
は
せ
・

り
く
＝
英
文
学
）

十
八
世
紀
の

モ
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

長長長長長長長長長長長長長長長長
谷谷谷谷谷

陸陸
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）

な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（
物
語
）

は
、
教
区
教
会
の
装
飾
か

ら
写
本
の
細
密
装
飾
、
家

庭
に
置
か
れ
た
祈
禱
書
に

至
る
ま
で
、
中
世
の
一
般

読
者
の
日
常
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
様
々
な
形

で
登
場
し
た
。
ま
た
、
イ

ェ
ル
サ
レ
ム
を
世
界
の
中

心
に
据
え
、
ア
ダ
ム
と
イ

ヴ
の
楽
園
追
放
か
ら
キ
リ

ス
ト
の
受
難
、
終
末
の
怪

物
ま
で
を
描
き
こ
む
中
世

キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
を

描
い
た
絵
地
図
マ
ッ
パ
・

ム
ン
デ
ィ
も
聖
書
翻
案
の

好
例
と
言
え
、
西
洋
中
世

の
聖
書
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（
旧

約
・
新
約
聖
書
の
語
り
直

さ
れ
た
物
語
）
は
、
時
空

を
超
え
多
様
に
広
が
っ
て

い
た
。

め
の
読
書
の
題
材
と
し

て
、
あ
る
い
は
基
礎
教
理

の
一
環
と
し
て
読
ま
れ
た

か
ら
だ
。
ソ
ー
ン
ト
ン
が

「
ロ
マ
ン
ス
」
と
題
し
た

作
品
で
は
、
騎
士
の
冒
険

や
貴
婦
人
と
の
恋
愛
ば
か

り
で
な
く
、
随
所
に
笑
い

が
し
の
ば
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
ソ
ー
ン
ト
ン

に
と
っ
て
の
「
ロ
マ
ン

ス
」
は
娯
楽
性
と
笑
い
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
仮
定

を
基
に
、
ソ
ー
ン
ト
ン
写

本
版
の
キ
リ
ス
ト
の
「
ロ

マ
ン
ス
」
が
、
真
面
目
に

居
住
ま
い
を
正
し
て
読
む

よ
う
な
堅
苦
し
い
も
の
で

は
な
く
、
信
徒
が
楽
し
み

な
が
ら
、
幼
子
イ
エ
ス
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
た
め

の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
。（
す
ぎ
や
ま
・
ゆ
き

＝
英
文
学
）

　

そ
ん
な
聖
書
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
一
五

世
紀
北
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
に

生
き
た
郷
紳
ロ
バ
ー
ト
・

ソ
ー
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
編

ま
れ
た
写
本
中
の
キ
リ
ス

ト
伝
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
幼
少

期
の
詳
細
な
記
述
を
含
む

外
典
の
翻
案
で
、
小
さ
な

イ
エ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、

奇
跡
を
起
こ
し
た
り
し
つ

つ
成
長
し
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ

り
洗
礼
を
受
け
る
ま
で
の

出
来
事
を
描
く
。
ソ
ー
ン

ト
ン
写
本
版
の
キ
リ
ス
ト

伝
は
、
第
三
回
十
字
軍
で

活
躍
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
二

世
の
虚
実
な
い
ま
ぜ
の
韻

文
ロ
マ
ン
ス
『
リ
チ
ャ
ー

ド
獅
子
親
王
』
の
対
と
な

る
「
ロ
マ
ン
ス
」
と
し
て

編
集
さ
れ
て
い
る
点
で
特

筆
に
値
す
る
。
従
来
、
キ

リ
ス
ト
伝
は
、
瞑
想
の
た

　

聖
書
が
英
訳
さ
れ
印
刷

本
と
し
て
普
及
す
る
前
の

中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
、
ラ
テ
ン
語
を
読
む

こ
と
の
で
き
な
い
一
般
信

徒
が
聖
書
の
内
容
を
知
る

の
は
、
翻
案
を
通
じ
て
で

あ
っ
た
。
想
定
さ
れ
る
受

容
者
に
よ
っ
て
変
幻
自
在

に
語
り
直
さ
れ
た
創
世
記

か
ら
黙
示
録
ま
で
の
詳
細

キ
ー
ワ
ー
ド
は
娯
楽
性
と
笑
い

杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉
山山山
ゆゆ
き
（
東
京
都
立
大
学
助
教
）

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
藤藤藤
優優優
果果果
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生
）

「
土
」
に
内
包
す
る

現
実
や
思
念

四六判・432頁・5720円

富山英俊著　詩とその後の展開の諸相
を引用と論考により提示し、批評の実

践とくに「比喩」の種々の言語ゲーム

を考察。

せ り か 書 房

比喩と反語
アメリカの詩と批評

四六判・201 頁・2640 円

ハーン小路恭子著　人種、ジェンダー
などが交差し醸成されてきた危機の感

覚が文学や視覚文化の中でいかに実践

され共有されているかを解き明かす。

松 柏 社

アメリカン・クライシス
危機の時代の物語のかたち

四六判・307 頁・2420 円

高橋和久著　『一九八四年』論、絵解き
が紡ぐ18 世紀英文学史、フォースター

再評価、ウルフの描出話法、20 世紀末

読書案内…スリリングな批評の世界。

松 柏 社

別の地図
英文学的小旅行のために

Ａ 5判・544 頁・6380 円

巽孝之監修・大串尚代／佐藤光重／常
山菜穂子編著　歴代大統領をたどり、
みえてくる新たなアメリカ文学史のか

たち。

南 雲 堂

アメリカ文学と大統領
文学史と文化史

【近刊】四六判・272頁・5060円
上野和廣／白石治恵監訳・杉野徹／鈴
木里奈／新名ますみ訳　フランス革命
後、権威に反逆し、不合理に憤った英

国詩人シェリーの魂の叫びがここに！

南 雲 堂

太陽に挑む鷲
シェリー後期散文集

※
画
像
は
イ
メ
ー
ジ

Ａ 5判・510 頁・3520 円

ジョン・ストーリー／鈴木健・越智博美
訳　マルクス主義から精神分析、構造
主義、ジェンダー研究まで、現代思想を

通して現代の知を理解する。好評重版！

小 鳥 遊 書 房

ポップ・カルチャー批評の理論
現代思想と

カルチュラル・スタディーズ

Ａ 5判・264 頁・3080 円

松宮園子著　絵画、写真、彫像、人形、
そしてヒューマノイドという、媒体を

「ポートレート」という枠組で連鎖さ

せ、英語圏小説を通して俯瞰する。

小 鳥 遊 書 房

欲望のポートレート
英語圏小説に見る肖像、人形、
そしてヒューマノイド

Ａ 5判・296 頁・3520 円

坪野圭介著　『街の女マギー』発表の
1893 年から『グレート・ギャツビー』発

表の 1925 年まで、遊園地という磁場が

生み出した世紀転換期の米文学を透徹。

小 鳥 遊 書 房

遊園地と都市文学
アメリカン・メトロポリス

のモダニティ

四六判・272 頁・2860 円

矢口裕子著　もっとも作家らしい時代
の日記、創作、書簡などに刻まれた多

層のヴェールの奥に潜む「アナイス・

ニン」を読み解く。

小 鳥 遊 書 房

アナイス・ニンの魂と肉体の実験室
パリ、1930年代

シンポジアシンポジア

西洋中世の聖書
ナラティブ

講師

研究発表テーマ研究発表テーマ

「証言のゲーム」を攪乱する

四六判・336 頁・4400 円

新野緑著　『ボズのスケッチ』から
『バーナビー・ラッジ』に至る前期小

説におけるジャンル、モチーフの変容

に着目し、作家的発展の軌跡をたどる。

春 風 社

十九世紀小説の誕生
ディケンズ前期小説に
おけるジャンルの変容

Ａ 5判・484 頁・4180 円

マイケル・エラード著／竹内理訳　歴
史の流れに翻弄され続ける「言葉を学

ぶ」という営みを、超多言語習得者と

いう存在の解明を通して捉える。

松 柏 社

四六判・240 頁・2640 円

小川公代著　家父長制に抗う女たちが
もちいたものこそ“ゴシック”の戦術

だったのではないか。著者の長きにわ

たるゴシック文学研究、初の単行本化。

松 柏 社

ゴシックと身体
想像力と解放の英文学

四六判・308 頁・3960 円

中村友紀著　シェイクスピア再生産の
長きに亙る持続の理由を探り、現代の

個人や社会の中に近代初期的な思考や

諸価値が生きていることを跡づける。

春 風 社

私たちはシェイクスピアの同時代人
映画にみる現代人のルネサンス的心性

四六判・408 頁・4180 円

佐々木真理著　ＳＦとファンタジーの
新たな道を切り開き、その可能性を模

索し続けた、ルグィンという作家の旅

をたどる。

三 修 社

アーシュラ・Ｋ・ルグィン
新たなる帰還

四六判・240 頁・3300 円

岩田美喜著　時系列に沿って創作活動
を追い、代表作や特に注目に値する作

品を考察して劇作家としてのチャーチ

ルの全体像を示す。

三 修 社

キャリル・チャーチル
前衛であり続ける強さと柔軟さ

　　　四六判・292 頁・2750 円

坂口佳世子著　長編第一作『宙ぶらり
んの男』から第九作『学部長の十二月』

までの作品をその当時アメリカ社会を

概観しながら論じている。

成 美 堂

ソール・ベロー研究
ベローの文学とアメリカ社会

四六判・204 頁・2200 円

岩元巌著　ジョン・アップダイクは未
成年期の体験を自らの作品の「鉱脈」

と公言する。「鉱脈」がいかに虚構を生

み出したのか。謎に迫る著者の労作。

成 美 堂

ジョン・アップダイクの世界
体験から虚構へ

Ａ 5判・276 頁・3630 円

依藤道夫編註／小倉いずみ・古屋功・
依藤朝子・滝口美佳・花田愛著　文人
たちが戦争というテーマといかに取り

組み描き出してきたかを考察する。

成 美 堂

アメリカ文学と戦争
American Literature and Warfare

出版社ガイド
英 文 研 出 版　☎ 0957-42-3059

音羽書房鶴見書店  ☎ 03-3814-0491

開 文 社 出 版　☎ 03-3358-6288

金 星 堂　☎ 03-3263-3828

研 究 社　☎ 03-3288-7777

彩 流 社　☎ 03-3234-5931

三 修 社　☎ 03-3405-4511

春 風 社　☎ 045-261-3168

松 柏 社　☎ 03-3230-4813

松 籟 社　☎ 075-531-2878

成 美 堂　☎ 03-3291-2261

せりか書房　☎ 03-5940-4700

小 鳥 遊 書 房　☎ 03-6265-4910

南 雲 堂　☎ 03-3268-2311

ひつじ書房 ☎ 03-5319-4916

週刊読書人

「英米「英米文学研究書あんな文学研究書あんない」い」
特設サイト特設サイト

「読書人ウェブ」では本特集紙面に加

え、昨年の紙面もご覧いただけます。

上記 QR コードからアクセスしてくだ

さい。

　

我
々
に
と
っ
て
、
ペ
ッ

ト
は
家
族
の
一
員
で
あ

り
、
何
に
も
変
え
難
い
存

在
だ
。
犬
・
猫
の
平
均
寿

命
は
毎
年
右
肩
上
が
り
に

伸
び
て
い
る
。
健
康
志
向

は
人
間
の
み
な
ら
ず
ペ
ッ

ト
に
も
及
ん
で
お
り
、
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
市
場
は
拡
大

し
、
動
物
専
門
の
整
体
も

増
加
し
て
い
る
。
飼
い
主

に
よ
る
ペ
ッ
ト
へ
の
愛
情

が
波
及
し
た
結
果
だ
ろ

う
。

　

現
代
の
ペ
ッ
ト
と
飼
い

主
の
関
係
は
イ
ギ
リ
ス
・

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
端
を

発
し
て
い
る
。
ハ
リ
エ
ッ

ト
・
リ
ト
ヴ
ォ
に
よ
る
と

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
動

物
は
自
立
し
た
存
在
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
動
物
が
人

間
に
危
害
を
加
え
た
場

合
、
動
物
に
刑
事
責
任
が

問
わ
れ
て
い
た
が
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
期
に
動
物
は

飼
い
慣
ら
さ
れ
、
ペ
ッ
ト

と
し
て
所
有
さ
れ
始
め
た

と
い
う
。
一
八
五
〇
年
代

に
イ
ギ
リ
ス
で
ペ
ッ
ト
ブ

ー
ム
が
花
開
き
、
一
八
五

九
年
に
は
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
世
界
初
の
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

私
の
関
心
は
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
ノ
ベ
ル
に
お
け
る

動
物
表
象
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
あ
る
。
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
ノ
ベ
ル
と
は
一
八
六
〇

年
か
ら
七
〇
年
代
に
於
い

て
イ
ギ
リ
ス
で
流
行
し
た

大
衆
小
説
群
で
あ
る
。
同

時
代
人
の
酷
評
に
よ
っ
て

こ
の
小
説
群
は
長
い
間
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
二
〇
世
紀
後
半

に
お
い
て
女
性
作
家
の
作

品
を
再
評
価
す
る
動
き
が

強
ま
り
、
再
び
脚
光
を
浴

び
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
男

性
作
家
で
あ
る
ウ
ィ
ル
キ

ー
・
コ
リ
ン
ズ
の
活
躍
が

世
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
女
性
作
家
の
エ
レ

ン
・
ウ
ッ
ド
や
メ
ア
リ
・

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ド

ン
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ッ
ド
ン
に
よ
る

『
オ
ー
ロ
ラ
・
フ
ロ
イ
ド
』

で
は
結
婚
、
重
婚
、
脅

迫
、
殺
人
等
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ン
ノ
ベ
ル
の
要
素
が
潤

沢
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
点
は

主
人
公
の
ペ
ッ
ト
へ
の
愛

着
で
あ
ろ
う
。
幼
い
頃
に

父
か
ら
与
え
ら
れ
た
犬
は

主
人
公
に
猫
可
愛
が
り
さ

れ
て
い
た
。
馬
に
轢
か
れ

て
身
体
不
自
由
に
な
っ
た

犬
は
使
用
人
に
よ
っ
て
傷

付
け
ら
れ
、
痛
ま
し
い
鳴

き
声
を
上
げ
る
。
主
人
公

は
愛
犬
の
虐
待
を
目
の
当

た
り
に
し
怒
り
に
震
え
、

使
用
人
を
罰
す
る
。
ペ
ッ

ト
へ
の
愛
情
を
通
じ
て
人

物
の
心
理
の
襞
を
描
く
―

―
作
者
が
描
い
た
そ
の
襞

を
分
析
す
る
こ
と
が
、
本

発
表
の
主
眼
で
あ
る
。

（
お
ち
・
ゆ
り
え
＝
英
米

文
学
）

研究発表テーマ研究発表テーマ

“My poor lame,feeble dog!” 越越越越越越越越越越越越越越越越越
智智智智智智智智智智智
友友友友友友友友友友友友
里里里里里里里里里里里里
絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生
）））））））

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
ノ
ベ
ル
に

お
け
る
動
物
表
象

Gulliver's Travels における
法批判と科学批判の連動

『オーロラ・フロイド』に
おける犬、ドメスティック

・イデオロギー

研究発表テーマ研究発表テーマ

Dear Old Dirty Southland
The Violent Bear It Away に
偏在する dirt と現実

四六判・224 頁・2640 円

戸田慧著　「五感」にまつわる表現に
焦点をあてて、ヘミングウェイ作品を

綿密に考察。初期から後期にいたるま

で、主要作品を包括的に分析する。

松 籟 社

ヘミングウェイの五感

四六判・240 頁・3300 円

山本裕子著　フォークナーの後期作品
に見られる、老いのペルソナと自伝的

様式を精密に考察。フォークナーの〈レ

イト・スタイル〉の内実に迫る。

松 籟 社

フォークナーの晩
レイト・スタイル

年様式
その展開と変容

四六判・304 頁・3080 円

山下昇著　古今のアメリカ文学を幅広
く取り上げ、コンテクストとインター

テクストという視点から、それら作品

の特徴や相互影響関係を検討する。

松 籟 社

響き合うアメリカ文学
テクスト、コンテクスト、
コンテクストの共有

Ａ 5判・256 頁・2640 円

甲田直美著　小説、神話、マンガ、都
市伝説など、「物語」の面白さに言語

学の様々な観点から触れ、わかりやす

く解説する新しい言語学・物語論入門。

ひ つ じ 書 房

物語の言語学
語りに潜むことばの不思議


